
心
躍
る

祭
囃
子
の
響
き

特
集
　
鈴
木
ば
や
し

　
鈴
木
ば
や
し
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
小
平

で
広
ま
り
、
現
在
も
残
る
市
内
唯
一
の
郷
土

芸
能
で
す
。
昭
和
４５
年
（
１
９
７
０
年
）
に

小
平
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
今

年
で
５０
年
。
現
在
で
は
、
お
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
に
華
を
添
え
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
か
ら
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
鈴

木
ば
や
し
の
誕
生
や
、
伝
統
を
受
け
継
ぐ
人

々
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

躍動をかたちに　進化するまち　こだいら

ぶるべー

令和２年（２0２0年）

3/20
第1508号

新型コロナウィルス感染症情報は
小平市ホームページで確認を…………５面

外から帰ったら
手洗いで感染症を予防…………………１２面

令和２年度　成人歯科健診……………６面
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鈴
木
ば
や
し
の
始
ま
り

　

鈴
木
ば
や
し
は
、
小
平
市
内
の
鈴
木

町
地
区
に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
で
、
別
名

「
鈴
木
流
若
ば
や
し
」と
も
言
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
末
期
の
弘
化
４
年
（
１
８

４
７
年
）
ご
ろ
、
小
平
の
青
年
教
育
の

先
駆
者
と
言
わ
れ
、
鈴
木
新
田
の
有
力

者
で
あ
っ
た
深ふ

か

谷や

定じ

ょ

右う

衛え

門も

ん

が
普
及
さ

せ
ま
し
た
。

　

当
時
、
若
者
た
ち
の
間
に
は
賭
博
や

深
酒
な
ど
の
乱
れ
た
風
潮
が
あ
り
、
そ

れ
を
嘆
い
た
深
谷
定
右
衛
門
は
、
若
者

の
健
全
な
娯
楽
と
し
て
江
戸
祭
囃
子
を

広
め
ま
し
た
。

　

江
戸
祭
囃
子
は
、
江
戸
時
代
中
期
ご

ろ
に
創
作
さ
れ
た
葛
西
囃
子
を
も
と
に

生
ま
れ
、
若
者
の
不
良
化
防
止
に
役
立

つ
と
考
え
た
当
時
の
関
東
代
官
に
よ
っ

て
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
流
派
に
分
か
れ
て
江
戸
市
中
や

村
々
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

鈴
木
ば
や
し
は
、
深
谷
定
右
衛
門
が

田
淵
（
現
在
の
杉
並
区
阿
佐
ヶ
谷
）
に

住
む
横
川
初
五
郎
か
ら
伝
授
さ
れ
た
江

戸
祭
囃
子
を
、
当
時
の
鈴
木
新
田
で
奨

励
し
、
伝
承
者
た
ち
が
広
め
た
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

近
隣
の
村
々
へ
広
が
る

　

伝
承
者
と
し
て
二
代
目
の
深
谷
運
平

は
笛
の
名
人
と
言
わ
れ
、
神
田
明
神
の

祭
礼
で
披
露
し
た
技
が
称
賛
さ
れ
る
と

そ
の
名
は
広
が
り
、
鈴
木
流
の
一
派
を

な
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

鈴
木
ば
や
し
は
近
隣
の
村
に
広
が
っ
て

い
き
ま
す
。

　

明
治
２２
年
（
１
８
８
９
年
）、
７
つ

の
村
（
小
川
村
、
小
川
新
田
、
大
沼
田

新
田
、
鈴
木
新
田
、
野
中
新
田
与
右
衛

ひょっとこ
かまどの火を吹いて守る火男（ひ
おとこ）がなまって、ひょっとこ
と言う説があります。日常生活の
しぐさからとった動きで、にぎや
かな曲でおどけた舞をします。

きつね
白ぎつねと赤ぎつねの踊りがあり
ます。白ぎつねは修行を積んだ神
の使者で、赤ぎつねは修行前の野
生のきつねです。

おかめ
子どもを育てる母の優しさを表
現する動きが多くあります。曲
によって手踊りや、赤ん坊に見
立てた獅子頭を持ち、寝かしつ
けるしぐさをします。

獅子舞
獅子は、伝説上の霊獣とされ、天下泰平と万民の
幸せを祈って踊ります。激しく勇壮な動きをしま
すが、この獅子に頭をかんでもらうと健康で賢く
なるという言い伝えがあります。

　

今
か
ら
約
百
７０
年
前
、
現
在
の
鈴
木
町
地
区
に
一
つ
の
文
化
が
誕

生
し
ま
し
た
。
現
在
も
変
わ
ら
ず
愛
さ
れ
、
演
じ
ら
れ
て
い
る
鈴
木

ば
や
し
誕
生
の
物
語
を
紹
介
し
ま
す
。

鈴
木
ば
や
し

江
戸
時
代
か
ら
続
く
郷
土
芸
能

込
ん
で
い
き
ま
す
。
か
ね
は
、
ほ
か
の

４
人
が
調
子
よ
く
演
奏
で
き
る
よ
う
に

助
け
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
祭
り

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
は
、
５
人
で
交
代

し
な
が
ら
演
奏
し
て
い
き
ま
す
。

　

曲
は
、
お
祭
り
の
雰
囲
気
を
に
ぎ
や

か
に
す
る
よ
う
な
テ
ン
ポ
が
速
く
勇
壮

な
も
の
、
祭
礼
な
ど
で
厳
か
に
ゆ
っ
く

り
と
演
奏
さ
れ
る
曲
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
奏
で
る
曲
に
合

わ
せ
ひ
ょ
っ
と
こ
や
獅
子
舞
、
お
か
め

な
ど
が
舞
い
ま
す
。

　

曲
や
舞
に
は
、
豊
作
へ
の
祈
り
や
感

謝
、
魔
を
払
う
、
家
内
安
全
な
ど
日
常

生
活
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
舞
の
動
き
も
日
常
生

活
の
動
き
を
模
し
て
面
白
く
、
に
ぎ
や

か
に
し
た
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

門
組
、
野
中
新
田
善
左
衛
門
組
、
回
田

新
田
）
が
合
併
し
て
小
平
村
に
な
っ
た

当
時
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
に
お
囃
子
が
伝

承
さ
れ
、
村
人
た
ち
に
演
奏
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

鈴
木
ば
や
し
の
特
徴

　

鈴
木
ば
や
し
は
、
笛
１
人
、
締
め
太

鼓
２
人
、
大
太
鼓
１
人
、
か
ね
１
人
の

５
人
で
演
奏
す
る
こ
と
か
ら
五
人
囃
子

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
形
は
江
戸

祭
囃
子
の
特
徴
で
、
江
戸
時
代
中
期
に

確
立
し
て
か
ら
現
在
ま
で
守
ら
れ
て
い

ま
す
。
笛
は
、
囃
子
全
体
を
先
導
す
る

役
割
を
持
ち
、
締
め
太
鼓
は
２
基
の
小

太
鼓
で
右
側
の
太
鼓
は
左
側
の
太
鼓
よ

り
も
二
音
階
高
く
調
律
し
て
い
ま
す
。

大
太
鼓
は
笛
の
リ
ー
ド
に
従
い
、
締
め

太
鼓
の
調
子
に
合
わ
せ
て
合
間
に
打
ち
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小
平
市
無
形
民
俗
文
化
財
に

　

昭
和
３０
年
代
以
降
、
小
平
は
農
地
の

宅
地
化
や
団
地
の
建
設
な
ど
、
農
村
か

ら
住
宅
地
へ
都
市
化
が
進
ん
で
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
人
々
の
生
活
様
式
や

娯
楽
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
お
囃

子
へ
の
関
心
が
薄
く
な
り
、
小
平
の
村

に
伝
わ
っ
た
江
戸
祭
囃
子
は
鈴
木
地
区

以
外
は
途
切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

鈴
木
ば
や
し
も
、
太
平
洋
戦
争
中
の

中
断
や
継
承
者
の
減
少
な
ど
、
何
度
か

消
滅
の
危
機
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
４５
年
（
１
９
７
０
年
）、
鈴
木

ば
や
し
の
文
化
的
な
重
要
性
が
評
価
さ

れ
、
小
平
市
か
ら
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
時
に

小
平
市
鈴
木
ば
や
し
保
存
会
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
以

がんにゃ
般若（はんにゃ）がなまって、
がんにゃと呼ばれたとする説が
あります。勇ましい曲に乗っ
て、悪いものをやっつける魔よ
けの願いを込めて舞います。

道化（どうけ）
種まきやくわを使った農作
業、水くみなどの日常生活
のしぐさをまねて、からか
うような動きで舞います。

たぬき
種まきや収穫など、農作業の場
面に多く登場します。酒が入っ
たとっくりを持ち、豊作の喜び
を表現するなど、五穀豊穣の願
いが込められています。

　

鈴
木
ば
や
し
は
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
に
よ
っ
て

隆
盛
と
衰
退
を
繰
り
返
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
協
力
に
よ
っ
て

現
在
で
は
広
く
人
々
か
ら
愛
さ
れ
る
郷
土
芸
能
と
し

て
続
い
て
い
ま
す
。

広
く
愛
さ
れ
る
郷
土
芸
能
へ

鈴
木
地
区
の
文
化
か
ら

前
は
、
鈴
木
ば
や
し
は
鈴
木
ば
や
し
連

中
（
鈴
木
ば
や
し
を
演
じ
て
継
承
し
て

い
る
人
た
ち
）
が
祭
礼
な
ど
に
出
演
し

た
謝
礼
な
ど
を
資
金
と
し
て
伝
承
・
保

存
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
お
囃
子

は
高
価
な
道
具
や
衣
装
を
必
要
と
し
、

提
灯
な
ど
消
耗
品
の
修
繕
費
が
多
く
か

か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
鈴
木
ば
や
し

連
中
に
大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
保
存
会
が
中
心
と
な

っ
て
賛
助
会
費
を
募
り
、
伝
承
や
保
存

の
協
力
を
し
て
鈴
木
ば
や
し
連
中
が
活

動
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
、
住
む
地
域
に
関
係
な
く
鈴

木
ば
や
し
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
後
継
者
の
育
成
も
進
ん
で
い
き
ま

し
た
。

　

現
在
、
鈴
木
ば
や
し
に
は
多
く
の
出

演
依
頼
が
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
欠

か
せ
な
い
小
平
市
の
お
囃
子
と
し
て
愛

さ
れ
て
い
ま
す
。

曲や舞の解説を収録してい
ます。映像は、小平市立図書
館で見ることができます。
また、小平市ホームページ
からは、映像の一部をご覧
になれます。

小平市ホームページ
ＱＲコード

山車（だし）
山車とは、人の力で動かせるように台車の上に舞台を載せたも
のです。
初めて鈴木ばやしを山車の上で披露したのは、昭和５１年（１９
７６年）の第１回小平市民まつりです。このとき、鈴木ばやし
は山車を持っておらず、東村山市久米川町の熊野神社から借用
したものでした。山車の上で演じられた鈴木ばやしへの反響は
大きく、「小平市の無形民俗文化財にふさわしい山車を作って
ほしい」との要望が高まりました。そこで、市民から建設資金
を募ると瞬く間に目標金額を上回る、約１3００万円もの額が集
まりました。この資金で建設された山車は第３回小平市民まつ
りで初めて披露され、以後祭礼など（小平市民まつり、鈴木稲
荷神社祭礼、武蔵野神社祭礼など）で使われています。

鈴木ばやし映像記録
（実演公開編、解説編）

４月　上鈴木稲荷神社祭礼
　　　小平神明宮祭礼
５月　美園町祭礼
８月　灯りまつり
　　　（小平ふるさと村）

９月　大沼田稲荷神社祭礼
　　　熊野宮祭礼
　　　鈴木稲荷神社祭礼
１０月　武蔵野神社祭礼
　　　小平市民まつり
　　　学園西町祭礼
１１月　小平市産業まつり

主な活動



楽
し
む
こ
と
で

次
の
世
代
に
残
し
て
い
く

　

練
習
場
に
は
、
小
学
４
年
生
か
ら
８０

歳
ま
で
幅
広
い
層
の
人
が
集
ま
り
、
鈴

木
ば
や
し
を
習
っ
て
い
ま
す
。
習
い
た

い
人
は
、
小
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
居
住

地
な
ど
は
問
わ
ず
、
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
孫
と
一
緒
に
練
習
す
る
人
や
、

子
ど
も
が
習
っ
て
い
て
自
分
も
参
加
す

る
よ
う
に
な
っ
た
親
御
さ
ん
、
祭
礼
で

見
て
憧
れ
て
始
め
た
人
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
が
練
習
に
励
み
、
本
番
に
向
け

て
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

練
習
で
は
、
楽
器
や
舞
な
ど
自
分
が

や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
で
き
ま
す
。

　

「
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
演
奏
し
て
祭

礼
の
舞
台
で
披
露
し
て
ほ
し
い
」
と
話

す
の
は
、
鈴
木
ば
や
し
連
中
会
長
の
石

井
寛
治
さ
ん
。
鈴
木
ば
や
し
に
関
わ
っ

て
４０
年
以
上
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

鈴
木
ば
や
し
へ
の
思
い
と
し
て
「
楽
し

　

木
曜
日
の
夕
方
、
青
梅
街
道
沿
い
花
小
金
井
武
道
館
の

近
く
か
ら
お
囃
子
の
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

花
小
金
井
武
道
館
の
西
隣
に
は
鈴
木
ば
や
し
連
中
の
練

習
場
が
あ
り
、
太
鼓
や
舞
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

伝
統
を
次
の
世
代
へ

鈴木ばやし連中の皆さん

手づくりの太鼓の楽譜
「鈴木ばやしのお手本」

む
こ
と
が
一
番
」
と
言
い
ま
す
。「
面

白
い
か
ら
演
奏
す
る
の
で
あ
っ
て
、
演

奏
を
楽
し
む
と
同
時
に
、
そ
の
技
を
将

来
に
わ
た
っ
て
残
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
ば
や
し
は
、
江
戸
時
代
か
ら
口

頭
や
練
習
で
技
が
伝
授
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
現
在
、
太
鼓
が
う
ま
く
叩
け
な
く

て
も
仲
間
と
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
と
で
き

る
ま
で
練
習
し
、
そ
れ
が
で
き
た
と
き

に
お
互
い
喜
び
笑
う
声
が
、
練
習
場
に

響
い
て
い
ま
し
た
。

３０歳のころに家族との付き合いがきっかけで鈴木ば
やしを始めました。現在、後輩たちに技を伝えながら
現役で太鼓をたたいてお囃子を楽しんでいます。

鈴木ばやし連中
会長　石井寛治さん

鈴木ばやしの練習

お囃子全体のまとまりを大切に
お囃子は、個々の演奏ではなく、５人の音が
合うことが大切です。笛では、みんなが合わ
せて演奏しやすいように、全体を見て、音の
強弱やペースなどに気を付けています。松澤当さん

見る人が楽しい気分になるように
５４歳から始めて約２０年関わっています。
道化やたぬきの踊りでは、お客さんと握手
したり、子どもたちが笑ってくれるよう、
自分自身も楽しみながら踊っています。 小畑正子さん

憧れて始めた鈴木ばやし
４歳のころに見た鈴木ばやしがかっこよく
て憧れて始めました。見ている人がはっき
りと動作がわかるように、かっこよく踊り
たいです。 島崎彰太郎さん

練習には、小学生やその保護者、社
会人などさまざまな人が参加してい
ます。年齢に関係なく教え合いなが
ら太鼓や舞を練習し、演奏する音が
練習場の外まで響いていました。
鈴木ばやしを始めたい、体験したい
など興味のある方は見学できます。
詳しくは、お問い合わせください。
と　き　木曜日　午後５時３０分から
※大人の部は午後７時３０分から。
ところ　花小金井武道館の西隣（花小金井８−２６−１８）
問合せ　鈴木ばやし連中・石井☎０４２（４６３）６２４２

令和２（２０２０）.3.２０ ４



令和2（２０２０）.3.２０5
人　口	 194,864人	 （23人増）
	 男　95,808人	 （28人減）
	 女　99,056人	 （51人増）
世帯数	92,705世帯	 （35世帯減）

人口と世帯数
令和２年3月1日現在
かっこ内は前月比

◇防災行政無線の内容は専用ダイヤル　☎042（341）0793　　防災・防犯緊急メールマガジンでもお知らせします

※情報は、随時更新します。右図ＱＲコードからアクセスで
きます。

市長への手紙専用はがきは、市役所、健康福祉事務センター、健康センター、東部・
西部出張所、公民館、図書館、地域センター、福祉会館に置いてあります。意見を書い
たはがきは、各施設に備え付けの提案箱、または郵便ポストに入れてください。切手
を貼る必要はありません。いただいたご意見は、市長が目を通すとともに、各担当課
で検討し、今後の市政の参考にさせていただきます。
また、小平市ホームページ（右図QRコードからアクセス）、封書、
ファクシミリ、電子メールでも受け付けています。
問合せ　市民課市民相談担当☎042（346）9508、v042（346）
9550、Ainfo@city.kodaira.lg.jp

市長への手紙を出すには

ご意見・問合せ
QRコード

●避難所に段ボール製のベッドは提供されるのか
◇段ボール製の簡易ベッドの調達について、平成29年2月に事業者と協定を結
んでいます。市では、引き続き発災時に備えた災害対策を進めますが、可能な限
り自宅での防災対策を進めてください。

●隣の空き家が管理されていないので困っている
◇空き家について調査し、管理不全な状態だと認められたときは、所有者などに
対して適正な管理を促すことに努めます。

総務部

●小・中学校や公園などの公共施設のトイレは洋式にならないのか
◇現在、市立小・中学校の半数程度が洋式トイレです。また、ユニバーサルデザ
インの考えに基づき、順次、公共施設のトイレを洋式化していきます。

教育部

●ごみの指定収集袋について、なぜ「燃やすごみ・燃やさないごみ」の袋の価格
が「プラスチック製容器包装」の袋の価格の倍なのか
◇「プラスチック製容器包装」の袋を、「燃やすごみ・燃やさないごみ」と同額
に設定すると、分別が徹底されず、「燃やすごみ・燃やさないごみ」の袋に本来
資源であるプラスチック製容器包装が多く混入する恐れがあります。分別を徹底
し、より資源化を進めるために袋の価格を「燃やすごみ・燃やさないごみ」の袋
よりも安価に設定しました。

●自宅の敷地内に不法投棄をされたらどうすればいいか
◇不法投棄は犯罪なので悪質な場合は警察へ相談してくださ
い。ただし、捨てられた廃棄物は敷地管理者に処分していた
だくことになります。なお、資源循環課では「不法投棄禁止」
の看板を無料で配布しています。

●駅前や公共施設の前に喫煙所を置かないで欲しい
◇市では平成31年３月に受動喫煙防止対策の考え方をまとめ、令和元年７月１
日までに市が管理する建物と敷地内の喫煙施設を撤去しています。駅前は、一定
の喫煙者がいる現状で、喫煙所を撤去した場合、歩きたばこや吸い殻のポイ捨て
が増加し、周辺環境が悪化することが懸念されます。こうしたことを踏まえ、た
ばこを吸わない人、吸う人の双方が快適に過ごせるよう、引き続き喫煙所整備の
方向性を検討します。

環境部

●中宿通りと野火止通りの市境の交差点が危ないので取り締まって欲しい
◇市では、これまで交差点への路面標示や注意喚起看板の設置などの安全対策を
しているほか、今回のご要望を受け、小平警察署に取締りの要望をしました。

●コミュニティタクシー「ぶるベー号」の定員は何人か。また、満席の場合はど
うなるのか
◇定員は９人です。満席の場合、追走車両を運行します。５分から10分ほどお
待ちください。

都市開発部

●認知症の親の事が心配だ。どこに相談すればよいか教
えて欲しい
◇お住まいの圏域にある地域包括支援センター（高齢者
の介護・日常生活に関わる相談機関）にご相談ください。

健康福祉部

市長への手紙と市政への提言は、市政に対するさまざまなご意
見やご要望をお聴きする制度です。令和元年度は、４月から１
月末までに570件が寄せられました。その内容には、すぐに対
応できたもの、長期的に検討しなければならないものなどがあ
りました。市では、皆さんの声を率直に受け止め、今後の施策
に役立てられるよう努めています。今年度いただいたご意見、
ご提案の一部を紹介します。

市長への手紙
市政への提言

屋内などの喫煙条件を制限
４月１日から

４月１日から、改正健康増進法と東京都受動喫煙防止条例が
施行され、多くの方が利用する施設は原則屋内禁煙になりま
す。そのため、学校、病院、児童福祉施設、行政機関の庁舎
などは、敷地内（建物内、屋外、車中など）が禁煙です。詳しくは、ホームペー
ジをご覧いただくか、お問い合わせください。
H検索　東京都受動喫煙防止条例
問合せ　東京都受動喫煙防止対策相談窓口☎0570（069690）（平日の午前９時
から午後５時45分まで）
◆市の施設状況
市でも、法に基づき喫煙条件が制限されます。また、市が管理する建物とその敷
地内の灰皿や喫煙施設は撤去しました。各施設の喫煙設備については、各施設へ
お問い合わせください。
▷敷地内禁煙（建物内、屋外、車中など）
市役所本庁舎、東部・西部出張所、健康福祉事務センター、健康センター、福祉
会館、小・中学校ほか
▷建物内禁煙（屋外は受動喫煙が生じないように配慮して喫煙可）
図書館、地域センターほか
問合せ　健康推進課☎042（346）3700

大人から子どもまでの健診・検診、講座、相談、
教室の日程や申込み方法、市内の医療機関などが
この１冊に掲載されています。また、申込み用の
はがきも付いています。ぜひ手元に置いて健康づ
くりなどにご活用ください。
３月末までにすべての世帯に配布します。まだ届
いていない方は、しばらくお待ちください。
小平市ホームページからもご覧になれます。
問合せ　健康センター☎042（346）3700

こだいら健康ガイド
健診・病院などの情報がこの１冊に

新型コロナウィルス感染症情報は

小平市ホームページでは、新型コロナウイルス感染症に関する情報を掲載してい
ます。
市報こだいらや小平市ホームページに掲載したイベントや講座、会議などは中
止・延期になる場合があります。イベントなどに参加する前に、小平市ホームペ
ージから、市内公共施設の休業情報や中止・延期の情報をご確認ください。

小平市ホームページで確認を

小平市ホームペー
ジのトップページ
から「新型コロナ
ウイルス感染症に
関連する情報」に
アクセスしてくだ
さい。

主な掲載内容
▷新型コロナウイルス感染症とは、相談窓口
▷小平市、小平市議会の対応
▷小平市立小・中学校、学童クラブ、保育園などの対応
▷公共施設の休業情報
▷イベント、行事、審議会などの開催状況
▷申請、申告、手続きなど
▷事業者、労働者向けの情報



日　　程 診 療 時 間 名　称 所　在　地 電 話 番 号

休日応急診療 日曜日、祝日、
年末年始 午前 ９時～午後 ５時 小平市医

師会応急
診療所

学園東町
１－１９－１２
（健康センター内）

０４２（３４６）３７０６
（左記診療時間内）準夜応急診療 月曜～日曜日

（年中無休）
午後 ７時３０分～１０時３０分
（受付は１０時１５分まで）

※応急診療所の診療科目は内科と小児科です。高校生以下の受診は、保護者の同伴が必要です。健康保険証、各
種医療費受給者証を忘れずにお持ちください。

休日応急診療・準夜応急診療（内科・小児科）

日　　程 医療機関名 所　在　地 電 話 番 号
３ 月２０日（金・祝） 一 橋 学 園 歯 科 学園東町 ３－ ７－３５－ １ ０４２（３４５）８１８１
３ 月２２日（日） 尚 原 歯 科 医 院 学園西町 ２－１８－ ３ ０４２（３４１）９４３２
３ 月２９日（日） グリーンプラザ歯科医院 美園町 １－ ６－ １　グリーンプラザ ２階 ０４２（３４１）８１４８
※車でお越しの際は、必ずお問い合わせください。また、医療機関は変更になる場合があります。

休日歯科応急診療医（診療時間：午前９時～午後５時）

東京消防庁救急相談
センター

＃７１１９（携帯電話、PHS、プッシュ回線から）
０４２（５２１）２３２３（ダイヤル回線から）

救急車を呼ぶべきか迷った場合の
相談・２４時間

小平消防署
病院・診療所案内 ０４２（３４１）０１１９ 救急医療機関の案内・２４時間

東京都医療機関案内
サービス（ひまわり） ０３（５２７２）０３０３ 診療中の医療機関の案内・２４時間

東京都による救急診療などの相談・案内

成人健康教室・相談などの日程
問合せ（申込み）　健康センター　〒１８７－００４３　学園東町一丁目１９番１２号　☎０４２（３４６）３７０１

と　き 内容・持ち物 定員・申込み

健康づくり相談
（ 保 健 師・
管 理 栄 養 士 ）

４ 月２４日（金）
午前の指定する時間

内容…健康診断や人間ドックの結果
を基にした、主に生活習慣病予防に
関する個別相談
持ち物…直近の健診や人間ドックの
結果、参加カード（お持ちの方）

定員… ４人
事前に問合せ先へ
（先着順）

※会場は健康センター、対象は市内在住の方。車での来場はご遠慮ください。
※ ３月２３日（月）のＢＣＧ集団予防接種は、新型コロナウィルス感染症予防のため
中止します。今後の予定は、小平市ホームページ（右図ＱＲコードからアクセス）
からご確認ください。
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◇市報は５日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と

市境にある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市ホームページにも掲載しています。
　市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎0120（９４４）９00）へご連絡ください（月曜～金曜日午前９時～午後５時）。

耐震・バリアフリー・省エネ改修をした場合の減額措置
耐震改修

対象
・昭和５７年 １ 月 １ 日以前に建築された住宅
・現行の耐震基準に適合させるよう一定の要件を満たし（耐震基準適合工
事の証明が必要）、改修工事に要した費用が５０万円を超える耐震改修を施工

期間 改修工事が完了した年の翌年度分から一定期間（最長で ２年間）

減税額 １戸当たり１２０㎡の床面積相当分までの家屋にかかる固定資産税の ２分の １
を減額　※ ２

バリアフリー改修　※ １

対象

・新築された日から１０年以上を経過した住宅
・改修後の住宅の床面積が５０㎡以上２８０㎡以下であること
・６５歳以上の方、要介護または要支援認定を受けている方、障がいのある
方のいずれかが居住している
・一定の要件を満たし、改修工事に要した費用（補助金などを除く）が５０
万円を超えるバリアフリー改修を施工

期間 改修工事が完了した年の翌年度分

減税額 １戸当たり１００㎡の床面積相当分（賃貸部分を除く）までの家屋にかかる固
定資産税の ３分の １を減額

省エネ改修　※ １

対象
・平成２０年 １ 月 １ 日以前に建築された住宅
・改修後の住宅の床面積が５０㎡以上２８０㎡以下であること　
・一定の要件を満たし（省エネ基準適合工事の証明が必要）、改修工事に要
した費用（補助金などを除く）が５０万円を超える省エネ改修を施工

期間 改修工事が完了した年の翌年度分

減税額 １戸当たり１２０㎡の床面積相当分（賃貸部分を除く）までの家屋にかかる固
定資産税の ３分の １を減額　※ ２

※ １　バリアフリー改修と省エネ改修した場合のみ、重複して減額の適用が受けられます。
※ ２　耐震改修または省エネ改修された住宅が認定長期優良住宅に該当することとなり、かつ一
定の要件を満たした場合、固定資産税の ３分の ２を減額します。

東京電子自治体共同運営サービス小
平市のホームページのＱＲコード
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得

税
、
贈
与
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
の

親
族
、
納
税
管
理
人
な
ど
で
す
。

持
ち
物　
印
鑑
（
法
人
の
場
合
は
法
人
代

表
者
印
）、本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
な
ど
）、
委
任
状
（
代
理
人
の

場
合
）

※
相
続
人
の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▪
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
自
己
の
資
産
や
借
地
・
借
家
の
評
価
額

な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

費　
用　
１
件
２
百
５０
円

※
６
月
１
日
（
月
）
ま
で
は
、
所
有
者
ま

た
は
そ
の
関
係
者
は
無
料
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

対　
象　
▽
市
内
の
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
の
所
有
者
ま
た
は
そ
の
関
係
者

▽
市
内
の
土
地
・
家
屋
を
有
料
で
借
り
て

い
る
方

※
関
係
者
と
は
、
所
有
者
と
同
一
世
帯
の

親
族
、
納
税
管
理
人
な
ど
で
す
。

持
ち
物　
印
鑑
（
法
人
の
場
合
は
法
人
代

表
者
印
）、本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
な
ど
）、
委
任
状
（
代
理
人
の

場
合
）、
有
料
で
借
り
て
い
る
方
は
、
借

地
・
借
家
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

書
類
（
賃
貸
借
契
約
書
な
ど
）

※
相
続
人
の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
告
・
納
付
期
限
を
４
月
１６
日
（
木
）
ま

で
延
長
し
ま
し
た
。

問
合
せ　
東
村
山
税
務
署
☎
０４２
（
３
９

４
）
６
８
１
１

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

課
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
税

　
令
和
２
年
度
の
固
定
資
産
税
に
関
係
す

る
帳
簿
や
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
確

認
で
き
ま
す
。

と　
き　
４
月
１
日
（
水
）
か
ら

※
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は
６
月
１
日
（
月
）

ま
で
。
平
日
は
午
後
５
時
ま
で
、
土
曜
日

は
午
後
０
時
１５
分
ま
で
。

と
こ
ろ　
税
務
課
（
市
役
所
２
階
）

問
合
せ　
税
務
課
▽
土
地
に
関
す
る
こ
と

…
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５
２
４

▽
家
屋
に
関
す
る
こ
と
…
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
２
５

▪
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
と
評
価
額
を
比
較

で
き
ま
す
。

対　
象　
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
の
固
定
資
産
税
で
課
税
対
象
の
土
地
・

家
屋
の
所
有
者
ま
た
は
そ
の
関
係
者

※
関
係
者
と
は
、
所
有
者
と
同
一
世
帯
の

耐
震
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・

省
エ
ネ
改
修
を
し
た

住
宅
の
固
定
資
産
税
を
減
額

　
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
を
受
け
る
に

は
、
原
則
と
し
て
改
修
工
事
完
了
後
、
３

か
月
以
内
の
申
告
が
必
要
で
す
（
左
表
参

照
）。

※
要
件
や
提
出
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
税
務
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

２
５

発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
の

子
育
て
を
応
援

▪
先
輩
保
護
者
と
悩
み
を
話
す
カ
フ
ェ

親
カ
フ
ェ　
ウ
ィ
ズ　
メ
ン
タ
ー

　
発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
を
育
て
た
経

験
を
も
つ
先
輩
保
護
者
（
ペ
ア
レ
ン
ト
メ

ン
タ
ー
）
が
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
今

困
っ
て
い
る
保
護
者
の
悩
み
を
聞
い
た

り
、
自
分
の
経
験
を
話
し
ま
す
。

と　
き　
４
月
９
日
、
５
月
７
日
、
６
月

４
日
、
７
月
２
日
、
８
月
６
日
、
９
月
３

日
、１０
月
１
日
、１１
月
５
日
、１２
月
３
日
、

令
和
３
年
１
月
７
日
、
２
月
４
日
、
３
月

４
日
の
木
曜
日　
午
前
１０
時
〜
正
午

と
こ
ろ　
福
祉
会
館
３
階
第
３
集
会
室
、

※
２
月
４
日
は
福
祉
会
館
４
階
第
５
集
会

室
。

対　
象　
市
内
在
住
の
発
達
が
気
に
な
る

子
ど
も
の
保
護
者

定　
員　
１５
人

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
０

発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
や

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の

保
護
者
の
た
め
の
交
流
会

▪
み
ん
な
で
は
な
そ
う
会

　
交
流
会
で
は
、
子
ど
も
の
発
達
や
障
が

い
に
つ
い
て
参
加
者
同
士
で
相
談
で
き
る

ほ
か
、
専
門
の
方
か
ら
適
切
な
助
言
も
も

ら
え
ま
す
。

と　
き　
４
月
２２
日
（
水
）、
５
月
７
日

（
木
）・
２０
日
（
水
）、
６
月
２
日
（
火
）・

１７
日（
水
）、７
月
１
日（
水
）・１４
日（
火
）、

８
月
４
日
（
火
）・
２７
日
（
木
）

※
各
回
、
午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で
、
途

中
か
ら
の
参
加
も
可
。

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

対　
象　
市
内
在
住
で
発
達
が
気
に
な
る

子
ど
も
や
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
保
護

者
（
子
ど
も
の
同
伴
可
）

定　
員　
各
２０
人
程
度

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

▪
お
や
こ
で
た
の
し
む
お
も
ち
ゃ
と
あ
そ

び
の
ひ
ろ
ば

　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
に
大
切
な

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん

セ

ッ

ト

検

診

　
次
の
い
ず
れ
か
の
検
診
が
選
べ
ま
す
。

な
お
、
東
京
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
で
の

検
診
は
、
今
年
度
で
最
後
で
す
。

▪
①
小
金
井
つ
る
か
め
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小

金
井
市
本
町
６
︱
１４
　
︱
２８　
）　

と　
き　
６
月
上
旬
〜
令
和
３
年
２
月
２７

日
（
土
）

対　
象　
４０
歳
以
上
（
昭
和
５６
年
３
月
３１

日
以
前
生
ま
れ
）
の
市
内
在
住
の
女
性

定　
員　
１
千
人

▪
②
東
京
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
（
府
中

市
武
蔵
台
２
︱
９
︱
２
）

日　
程　
５
月
１３
日（
水
）・２１
日（
木
）、

６
月
３
日
（
水
）、
７
月
８
日
（
水
）・
１６

日
（
木
）・
２２
日
（
水
）

※
検
診
時
間
は
午
前
で
す
。
ま
た
、
日
程

決
定
後
は
変
更
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
生
理
中
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

対　
象　
市
内
在
住
で
４０
歳
〜
４９
歳
（
昭

和
４６
年
４
月
１
日
〜
昭
和
５６
年
３
月
３１
日

生
ま
れ
）
の
女
性

定　
員　
各
１０
人

︱
︱
共　
通
︱
︱

費　
用　
１
千
円
（
生
活
保
護
受
給
者
は

受
診
時
に
生
活
保
護
受
給
証
明
書
を
提
出

す
れ
ば
無
料
）

受
診
で
き
な
い
方　
▽
令
和
元
年
度
に
小

平
市
子
宮
頸
が
ん
検
診
ま
た
は
乳
が
ん
検

診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）
を
受
診
し

た
（
国
の
指
針
で
受
診
は
２
年
に
１
回
）

▽
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る

▽
授
乳
中
、
断
乳
後
半
年
未
満

▽
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い
る

▽
豊
胸
手
術
を
受
け
た

▽
脳
内
チ
ュ
ー
ブ
（
シ
ャ
ン
ト
）
を
し
て

い
る

▽
胸
部
外
傷
で
治
療
中
で
あ
る

▽
以
前
に
精
密
検
査
を
受
け
、
医
療
機
関

で
治
療
中
お
よ
び
経
過
観
察
中
で
あ
る

▽
申
込
み
後
に
市
外
へ
転
出
し
た

内　
容　
▽
子
宮
頸
が
ん
…
問
診
、
視

診
、
内
診
、
細
胞
診

▽
乳
が
ん
…
問
診
、
視
診
、
触
診
、
乳
房

Ｘ
線
検
査
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

申
込
み　
３
月
２０
日
（
金
・
祝
）
か
ら
、

①
は
令
和
３
年
１
月
２９
日（
金
）ま
で（
消

鷹
の
台
駅
前
広
場

整
備
に
向
け
た
説
明
会

　
鷹
の
台
駅
前
の
歩
行
者
な
ど
の
安
全
性

向
上
や
利
便
性
を
図
る
、
駅
前
広
場
整
備

に
向
け
た
説
明
を
し
ま
す
。

と　
き　
４
月
３
日
（
金
）　
午
後
７
時

〜
８
時
３０
分
、
４
月
５
日
（
日
）　
午
後

２
時
〜
３
時
３０
分

※
各
回
、
同
じ
内
容
で
す
。

と
こ
ろ　
小
川
公
民
館
ホ
ー
ル

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
道
路
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

４
８事

前
相
談
を
受
け
付
け

生
産
緑
地
地
区
の
追
加

　
都
市
の
中
の
貴
重
な
緑
の
農
地
を
保
全

す
る
た
め
、
生
産
緑
地
地
区
の
追
加
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
生
産
緑
地
地
区
に

指
定
さ
れ
る
と
、
固
定
資
産
税
な
ど
税
務

上
の
優
遇
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
対
象
は
、
所
定
の
要
件
を
満
た
す
農
地

で
す
。
詳
し
く
は
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▪
平
成
３０
年
度
か
ら
の
基
準
の
主
な
変
更

点▽
面
積
要
件
を
５
百
平
方
㍍
か
ら
３
百
平

方
㍍
に
変
更

▽
転
用
農
地
や
行
為
制
限
解
除
後
の
農
地

が
追
加
可
能
に

と　
き　
３
月
２３
日
（
月
）
〜
５
月
８
日

（
金
）

と
こ
ろ　
都
市
計
画
課
（
市
役
所
４
階
）

問
合
せ　
都
市
計
画
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
５
４

年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し

国
民
健
康
保
険
税

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
全
員
が
６５
歳

以
上
の
世
帯
は
、
原
則
、
国
民
健
康
保
険

税
は
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
（
年
金
特

別
徴
収
）
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
年
金
特
別
徴
収
で
国
民
健
康
保

険
税
を
納
め
て
い
る
方
は
、
令
和
２
年
２

月
時
と
同
額
を
、令
和
２
年
４
月・６
月・

８
月
の
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
ま
す
。
年

金
特
別
徴
収
の
方
も
、
申
し
込
む
と
納
付

方
法
を
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。

※
年
金
特
別
徴
収
の
条
件
に
当
て
は
ま
ら

な
い
場
合
は
、
年
度
途
中
で
も
納
付
書
ま

た
は
口
座
振
替
で
の
納
付
方
法
に
切
り
替

わ
り
ま
す
。

問
合
せ　
保
険
年
金
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
０

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
方

　
戦
後
７５
周
年
に
あ
た
り
、
戦
没
者
な
ど

の
遺
族
の
方
へ
国
と
し
て
改
め
て
弔
意
を

表
す
た
め
、
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

支
給
対
象
者　
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま

る
方

▽
公
務
な
ど
で
死
亡
し
た
軍
人
、軍
属
、準

軍
属
だ
っ
た
戦
没
者
な
ど
の
当
時
の
遺
族

（
三
親
等
内
）

▽
令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
で
、
恩
給
法

に
基
づ
く
公
務
扶
助
料
や
遺
族
援
護
法
に

基
づ
く
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
（
戦

没
者
な
ど
の
妻
や
父
母
な
ど
）
が
い
な
い

▽
支
給
順
位
が
最
上
位
の
遺
族
（
複
数
人

い
る
場
合
は
代
表
者
一
人
）

※
支
給
順
位
な
ど
、
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
内
容　
額
面
２５
万
円
、
５
年
償
還
の

記
名
国
債

申
込
み　
４
月
１
日（
水
）か
ら
令
和
５
年

３
月
３１
日
（
金
）
ま
で
に
、
問
合
せ
先
へ

※
請
求
す
る
方
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
生
活
支
援
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
７

学
費
援
助
金
を
支
給

交
通
遺
児

　
小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
交
通

遺
児
を
対
象
に
学
費
援
助
金
を
支
給
し
ま

す
。

金　
額　
１０
万
円
（
１
人
当
た
り
）

対　
象　
市
内
在
住
の
交
通
遺
児
で
、
令

和
２
年
度
に
高
等
学
校
ま
た
は
専
修
学
校

に
在
学
し
て
い
る
方

提
出
書
類　
申
請
書
、
事
故
を
証
明
で
き

る
も
の
、
在
学
を
証
明
で
き
る
も
の

※
申
請
書
は
、
問
合
せ
先
に
あ
り
ま
す
。

申
込
み　
４
月
２
日
（
木
）
か
ら
１０
日

（
金
）
ま
で
に
、
提
出
書
類
を
問
合
せ
先

ま
た
は
事
前
連
絡
の
う
え
、
お
住
ま
い
の

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ

問
合
せ　
小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
福

祉
会
館
４
階
）
☎
０４２（
３
４
４
）１
２
１
７

自
動
車
ガ
ソ
リ
ン
費
の

補

助

請

求

心
身
障
が
い
者

　
月
５０
㍑
を
限
度
に
、
１
㍑
に
つ
き
ガ
ソ

リ
ン
税
額
相
当
分
５４
円
を
補
助
し
ま
す
。

申
込
み　
４
月
１
日
（
水
）
か
ら
１０
日

（
金
）
ま
で
に
、
１
月
〜
３
月
分
の
領
収

書
、
印
鑑
、
決
定
通
知
書
兼
受
給
者
カ
ー

ド
を
障
が
い
者
支
援
課
（
健
康
福
祉
事
務

セ
ン
タ
ー
１
階
）
ま
た
は
東
部
・
西
部
出

張
所
へ
持
参

▽
開
票
事
務
…
小
平
市
民
総
合
体
育
館

募
集
人
数　
９０
人
程
度

報　
酬　
時
給
１
千
２０
円
（
令
和
元
年
度

参
考
）

申
込
み　
履
歴
書
（
写
真
を
貼
っ
た
も

の
）
を
問
合
せ
先
へ
持
参
ま
た
は
送
付

問
合
せ　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
〒

１８７
︱
０
０
４
３　
学
園
東
町
一
丁
目
１９
番

１２
号
）
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５
７
６

審
議
会
な
ど
の
日
程

▪
公
民
館
運
営
審
議
会

と　
き　
４
月
１４
日
（
火
）　
午
後
２
時

か
ら

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
会
議
室

傍
聴
定
員　
５
人

傍
聴
申
込
み　
当
日
、
午
後
１
時
５０
分
か

ら
、
会
場
で
受
付
（
申
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

問
合
せ　
中
央
公
民
館
☎
０４２
（
３
４
１
）

０
８
６
１

問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）９
５
４
０
、
V‌

０４２（
３
４
６
）９
５
４
１

選
挙
事
務
従
事
者
を
募
集

東
京
都
知
事
選
挙

勤
務
内
容　
令
和
２
年
７
月
５
日
執
行
予

定
の
東
京
都
知
事
選
挙
の
投
票
事
務
ま
た

は
開
票
事
務
の
補
助

勤
務
時
間　
▽
投
票
事
務
…
執
行
日
前
日

午
前
１０
時
〜
正
午
（
準
備
事
務
。
投
票
所

に
よ
り
時
間
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）、執
行
日
当
日
午
前
６
時
３０
分
〜
午
後

９
時
（
前・後
半
に
分
け
て
採
用
し
ま
す
）

▽
開
票
事
務
…
執
行
日
当
日
午
後
７
時
３０

分
〜
午
後
１１
時

応
募
資
格　
１８
歳
以
上
で
、
選
挙
の
重
要

性
を
認
識
し
、
身
な
り
・
言
動
に
責
任
を

持
て
る
健
康
な
方

※
す
で
に
選
挙
事
務
に
従
事
し
た
こ
と
の

あ
る
方
は
、
応
募
は
不
要
で
す
。

勤
務
場
所　
▽
投
票
事
務
…
各
投
票
所　

印
有
効
）、②
は
定
員
に
達
す
る
ま
で
に
、

は
が
き
に
必
要
事
項
（
左
図
参
照
）
を
記

入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ（
電
話
不
可
、

先
着
順
）

※
健
康
セ
ン
タ
ー
、東
部・西
部
出
張
所
、

動
く
市
役
所
に
あ
る
申
込
用
紙
ま
た
は
東

京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ
ー
ビ
ス
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
（
携

帯
電
話
か
ら
は
紙
面
欄
外
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
っ
て
ア
ク
セ
ス
）。

※
検
診
票
の
発
送
は
、
４
月
下
旬
以
降
で

す
。

※
小
平
市
・
国
分
寺
市
の
指
定
医
療
機
関

で
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
問
合
せ
先
で

申
し
込
め
ま
す
。

問
合
せ　
健
康
セ
ン
タ
ー
（
〒
１８７
︱
０
０

４
３　
学
園
東
町
一
丁
目
１９
番
１２
号
）
☎

０４２
（
３
４
６
）
３
７
０
０

成
人
歯
科
健
診

令
和
２
年
度

と　
き　
６
月
１
日
（
月
）
〜
令
和
３
年

２
月
２７
日
（
土
）

と
こ
ろ　
市
内
指
定
医
療
機
関

対　
象　
市
内
在
住
で
２０
歳
以
上
（
平
成

１３
年
３
月
３１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
方

※
申
込
み
後
に
市
外
へ
転
出
し
た
方
は
受

診
で
き
ま
せ
ん
。

内　
容　
問
診
、
歯
の
検
査
、
歯
周
病
検

査
、
指
導

申
込
み　
３
月
２３
日
（
月
）
か
ら
令
和
３

年
１
月
２９
日
（
金
）
ま
で
（
消
印
有
効
）

に
、は
が
き
に
「
成
人
歯
科
健
診
申
込
」、

住
所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、

年
齢
、性
別
、電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

問
合
せ
先
へ
（
電
話
不
可
）

※
１
人
、
は
が
き
１
枚
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
健
康
セ
ン
タ
ー
、東
部・西
部
出
張
所
、

手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会

　
手
話
の
学
習
や
、
地
域
で
活
動
す
る
手

話
通
訳
者
に
な
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

と　
き　
５
月
７
日
〜
令
和
３
年
１
月
２１

日
（
祝
日
、
８
月
１３
日
、
１２
月
２４
日
、
ク

ラ
ス
別
実
技
試
験
日
を
除
く
）
の
木
曜
日

　
午
後
７
時
か
ら　
全
３５
回

と
こ
ろ　
福
祉
会
館
ほ
か

対　
象　
市
内
在
住
で
聴
覚
障
害
者
の
福

祉
に
理
解
と
情
熱
が
あ
り
、
将
来
手
話
通

訳
者
と
し
て
活
動
で
き
る
方

①
中
級
ク
ラ
ス
（
手
話
講
習
会
の
初
級
を

修
了
し
た
方
ま
た
は
同
程
度
）、
②
上
級

ク
ラ
ス
（
手
話
講
習
会
の
中
級
を
修
了
し

た
方
ま
た
は
同
程
度
）、
③
通
訳
ク
ラ
ス

（
手
話
講
習
会
の
上
級
を
修
了
し
た
方
ま

た
は
同
程
度
）

定　
員　
①
２５
人
程
度
、
②
１５
人
程
度
、

③
１０
人
程
度

※
③
は
、
講
習
会
修
了
後
、
手
話
通
訳
者

登
録
試
験
に
合
格
す
る
と
市
の
登
録
手
話

通
訳
者
と
し
て
活
動
で
き
ま
す
。

申
込
み　
４
月
１０
日（
金
）ま
で（
必
着
）

に
、
問
合
せ
先
へ
持
参
ま
た
は
送
付
（
実

技
試
験
で
受
講
者
を
決
定
）

※
実
技
試
験
は
、
４
月
１６
日
（
木
）
の
午

後
７
時
か
ら
福
祉
会
館
で
実
施
。

※
申
込
書
は
、
障
が
い
者
支
援
課
（
健
康

動
く
市
役
所
に
あ
る
申
込
用
紙
ま
た
は
東

京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ
ー
ビ
ス
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
（
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
は
、
紙
面
欄
外
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ア
ク
セ
ス
）。

※
健
診
票
は
、
４
月
末
ま
で
の
申
込
み
受

付
分
は
５
月
下
旬
頃
に
発
送
す
る
予
定
で

す
。
そ
れ
以
降
は
、
順
次
発
送
し
ま
す
。

問
合
せ　
健
康
セ
ン
タ
ー
（
〒
１８７
︱
０
０

４
３　
学
園
東
町
１
丁
目
１９
番
１２
号
）
☎

０４２
（
３
４
６
）
３
７
０
０

小

平

健

成

苑

花
小
金
井
出
張
所
を
移
転

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
５
月
１
日
（
金
）
か
ら
、
小
平
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
小
平
健
成
苑
花
小
金

井
出
張
所
が
移
転
し
ま
す
。
な
お
、
電
話

番
号
（
０
４
２
（
４
６
８
）
５
１
４
３
）

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ　
花
小
金
井
１
︱
１７
︱
１　
花
小

金
井
Ｒ
︱
Ｃ
ｏ
ｕ
ｒ
ｔ
Ⅱ
４
階

問
合
せ　
高
齢
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
３
９

福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
１
階
）
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
（
〒
１８７
︱
８

７
０
１　
小
平
市
役
所
）☎
０４２（
３
４
６
）

９
５
４
０
、
V‌

０４２
（
３
４
６
）
９
５
４
１

初
心
者
手
話
講
習
会

と　
き　
５
月
１９
日
〜
令
和
３
年
２
月
１６

日
の
火
曜
日　
午
前
１０
時
〜
１１
時
４５
分　

全
３５
回

と
こ
ろ　
福
祉
会
館

費　
用　
１
千
６
百
５０
円

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

手
話
を
学
び
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
た
い
方

※
再
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。

定　
員　
４０
人

申
込
み　
５
月
７
日（
木
）か
ら
１２
日（
火
）

ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

に
、
費
用
を
添
え
て
こ
だ
い
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
福
祉
会
館
４
階
）へ
持
参

（
先
着
順
）☎
０４２（
３
４
６
）１
４
２
４

遊
び
。
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、
指
先
や
身

体
の
発
達
を
促
し
、
集
中
力
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

と　
き　
４
月
３０
日
（
木
）、
５
月
１４
日

（
木
）・
２７
日
（
水
）、
６
月
１０
日
（
水
）

２５
日（
木
）、７
月
９
日（
木
）・２２
日（
水
）、

８
月
５
日（
水
）・２０
日（
木
）・２６
日（
水
）

※
各
回
、
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
、
途

中
か
ら
の
参
加
も
可
。

対　
象　
市
内
在
住
で
障
が
い
の
あ
る
ま

た
は
発
達
が
気
に
な
る
未
就
学
児
ま
た
は

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定　
員　
各
５
組
程
度

申
込
み　
４
月
１５
日
（
水
）
ま
で
に
、
は

が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
の
通
園
・

通
学
先
・
学
年
（
特
別
支
援
学
級
・
教
室

の
場
合
は
学
級
名
）、
生
年
月
日
を
記
入

の
う
え
、
白
梅
学
園
大
学
小
平
市
連
携
事

業
事
務
局
へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、
結
果
を
全
員
に
連
絡
）（
〒
１８７
︱

８
５
７
０　
小
川
町
１
︱
８
３
０
）
V‌

０４２

（
３
１
３
）
４
８
０
５

︱
︱
共　
通
︱
︱

　
各
交
流
会
の
９
月
以
降
の
日
程
は
、
小

乳がん・子宮頸がんセット検診申込書
１．氏　名（ふりがな）
２．住　所（郵便番号含む）
３．電話番号
４．生年月日　大・昭・平　年　月‌　日
５．希望検診場所（①と②のどちらか）
①小金井つるかめクリニック（４０歳以上）での
検診希望
②東京都がん検診センター（４０歳代のみ）での
検診を希望
※希望日は②を希望する方のみ記入してくださ
い（第３希望まで）。
　　第１希望　　　月　　　日
　　第２希望　　　月　　　日
　　第３希望　　　月　　　日

平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主　
催　
白
梅
学
園
大
学
、
小
平
市

問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
０

発
達
障
が
い
を
支
援
す
る
た
め
に

図
書
な
ど
を
展
示

▪
４
月
２
日
は
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

　
４
月
２
日
（
木
）
は
、
国
連
が
定
め
る

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
で
、
日
本
で
は
４

月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
を
発
達
障
が
い
啓

発
週
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
発
達
障
が
い
に
関
係
す
る
図

書
や
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
（
発
達
障
が

い
の
子
ど
も
を
持
つ
親
の
相
談
員
）
事

業
、
白
梅
学
園
大
学
小
平
市
連
携
療
育
事

業
の
紹
介
な
ど
の
展
示
を
し
ま
す
。

と　
き　
４
月
４
日（
土
）〜
１５
日（
水
）

※
月
曜
日
か
ら
木
曜
日
は
午
前
１０
時
か
ら

午
後
７
時
ま
で
、
土
曜
・
日
曜
日
は
午
前

１０
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

と
こ
ろ　
中
央
図
書
館
１
階
展
示
コ
ー
ナ

ー問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
０
、
中
央
図
書
館
☎
０４２
（
３

４
５
）
１
２
４
６
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